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がん診療をしていると、予想外に長期
生存する人、なぜかほとんど進行しな
い人に出会います。 
こういった人達は何をしているのか？ 

胸膜中皮腫の平均余命 



がんと食事の関係 

• 食事とがんの発生率との関係 
信頼できる大規模疫学研究で明らかなこと。 
 
• 食事とがんの代謝・炎症との関係 

分子生物学の発展により明らかになった、がん特有
の代謝・炎症。食事が関係する理由。 
 
• 食事とがんの治療効果との関係 

がんサバイバー研究（がん生存学）からわかること。
よくなった人達に共通していることは、食事をしっか
り変えたということ。 
 
 



食事，栄養，運動とがん予防 
 

Food, Nutrition, Physical Activity, and the 
Prevention of Cancer: a Global 
Perspective 

世界がん研究基金（WCRF）/
米国がん研究協会（AICR）に
よるメタ解析レポート 

 

信頼性の高い研究を複合的
に解析した、がん予防に関
する大規模研究！ 



肉とがんの関係 メタアナリシス 

Chan DS, et al. PLoS One, 2011; 6(6): e20456.  

レッドミート・加工肉が増えるほど大腸
がんの危険が増える 



食事，栄養，運動とがん予防 
Food, Nutrition, Physical Activity, and the Prevention of 
Cancer: a Global Perspective 

プラントベースのホールフード 
 

○植物性食品 

×高カロリー食品，甘い物 

×赤身肉，加工肉 

×加工品，とくに塩分 

×アルコール 

 



食事とがんの代謝・炎症との関係 

 
がんの特徴（がん特有の代謝と炎症） 

• がん微小環境とは？ 

• ワールブルグ効果 

• IgF axis 

• Na/H+ exchanger 

• 炎症 

• EMT 



Tumor microenvironment 
がん微小環境 

・線維芽細胞をはじめ、炎症細胞、免疫担当細胞、血管、リンパ管
に加えて結合組織が存在して特徴的な微小環境を構築している。 

 

・がんの増殖・浸潤・転移に関係 

 

・特徴は低酸素、乳酸増加、pH低下など 

 
がん微小環境を制御すれば、 
がん治療の効果は上がる！ 



＊なぜ、糖分がいけないのか？ 

がんは糖分で生きている。 
ワールブルグ効果という現象がある！ 

 



Gatenby RA, et al. Nat Rev Cancer. 2004 Nov;4(11):891-9. 

ワールブルグ効果 
 

癌は好気性下でも解
糖を行いエネルギーを
得る．その際，大量の
プロトンを産生する． 
 

正常細胞は、酸素を介
した酸化的リン酸化か
らエネルギーを得る 

なぜ、がんでは活発に糖分が使われるのか？ 

血糖 

血糖 

血糖 乳酸 

乳酸 



なぜ、癌は好気性解糖を行うか？ 

がんは、エネルギー状態を維
持するために急速なATP産生、

成長のためにマクロモレ
キュール生合成、適切な細胞
レドックス制御が必要。 

Rob A. Cairns*, Isaac S. Harris* and Tak W. Mak. Nature Reviewsn CanCer 2011 



＊なぜ、乳製品がいけないのか？ 

乳製品に含まれるIgF-1

という成長ホルモンがが
んを育てる。 

 

IgF axisの活性化が、
mTORという細胞増殖の
スイッチをいれる！ 



腫瘍を増殖させるインスリン、IGFホルモン 

Insulin, IGF1, IGF2がレセプターに結合し，AktとMAPKシグナルを活性化する． 

metforminは，AMPKに作用しmTORを抑制することにより，上記のシグナル経
路を制限する． 

Pollak M. Nat Rev. Cancer 8, 915-928 (2008) 

血糖ががん
を育てる 
 

インスリン，
IGFががんを
育てる 

腫瘍増殖 





Shaw RJ. Acta physiol. 196; 65-80, 2009 

AMPKによるmTORの制御が，細胞増

殖や代謝コントロールに決定的に関
わっている． 
 
IGF axisの亢進が癌を増殖させる 
食事との関係は大いにある！ 
 
血糖を上げ過ぎない食事が重要 
IGFを含まない食事が重要 
＊乳製品にIGF-1が含まれる 
＊スイーツがダメな理由！ 
 
metforminはIGF axisを抑える 

IGF axisの亢進が
がんを増殖させる 



メトホルミンは、がんの発生を減らす 

Libby G, et al. Diabetes Care 32: 1620-1625, 2009 

糖尿病患者さんは 
・がんを作りやすい 
・治療成績も悪い 
 

メトホルミンは、がん
の発生を減らす 

メトホルミン以外の糖尿病薬 

メトホルミン 



メトホルミンは、がんの死亡率を減らす 

The HR of metformin as a 
continuous variable for 
cancer mortality was 0.58. 
The hazard for cancer 
mortality decreased by 
42% for every 1g increase 
in the metformin dose. 

Landman GWD, et al. Diabetes Care 33: 322-326, 2010 

メトホルミンは
IGF axisを抑え、

がんの死亡率を
減らす 

メトホルミン 

メトホルミン以外の糖尿病薬 



＊なぜ、塩分がいけないのか？ 

塩分は、がんの代謝
に必要。 

 

がんは、不要な酸を
放出するのに、塩分
が必要！ 



腫瘍内pH調節の干渉は治療戦略
の一つである！ 

 

がん細胞内はpH 7.2–7.4の弱アル
カリ性。 

一方、がん細胞外の微細環境は
pH 6.5–7.0 の弱酸性 

 

GLUTの発現亢進 

好気性解糖による乳酸の増加 

膜表面pH調節機構の存在 

 

減塩は，NHE（Na/H+  exchanger）を
止める可能性がある！ 

Dario Neri  &  Claudiu T. Supuran. Nature Reviews Drug Discovery 10, 767–777 (1 October 2011) 

がんと塩分の関係 



Keir ME, et al. PD-1 and its ligands in tolerance and immunity. 
Annu Rev Immunol 2008;26:677-704.  

免疫細胞 
T cell 

がん細胞 
抗原提示細胞 
 

免疫チェックポイント 





オブジーボはPD-1を弱める薬。ただし、非常に高額（約300万円/月）。 
 

食事でがん微小環境を変えることができれば、免疫細胞も働きやすく
なる可能性がある！ 



＊なぜ、油がいけないのか？ 

油には、炎症を起こすものがある！ 

炎症はがんを育て、強くする原因である。 



Kalluri R, et al. J Clin Invest 2009 Jun;119(6):1420-8. 

がんを強くするEMT（上皮間葉転移） 

EMTとは、がんの性質
が変わり、強くなること。 

炎症を予防することが
重要！ 



炎症は、 
 転移を起こす 
 EMTを起こす 
 免疫抑制を起こす 
 
炎症とは？ 

肥満や動脈硬化、生活習
慣病は慢性炎症の元。 

炎症とがん 



炎症を起こす油 ω3とω6のバランス 

n3系脂肪酸とn6系脂肪酸のバランスが重要！ 

日本の現状は1 : 10 ～ 1 : 50と言われている。 

 

ω-3系とω-6系のバランスを1 : 1にすべき 

抗炎症性！ 

炎症性！ 

http://rockyriverromance.com/foodsafety/magmag86.html 



野菜・果物を多く
食べるほど、尿pH
はアルカリ化する 



マウスに移植した乳癌細胞株 

重曹により腫瘍pHは上昇し、転移が抑制された。 



検査データの目標 

  理想的な値 

白血球数 5000～6000 /μL以上 

好中球・リンパ球比（N/L比） 1.5以下 

CRP 0.05 mg/dL以下 

尿pH 7-9 

＊N : neutrophil 好中球 L : lymphocyte リンパ球 



がんサバイバー研究（がん生存学） 

がんサバイバー、とくに、治癒不可能と
言われたのに治癒した例や予想外の
長期生存例についての研究 
 

こういった人達は、例外なく食生活を変
えている！ 
 
どのように変えたか？ 

多くの場合、プラントベースのホール
フードを中心とした食事へ変えている。 
（がんの代謝・炎症を抑える食事） 
 



Antoni MH, et al. Nat Rev Cancer 2006 Mar;6(3):240-8.  

自律神経系（ANS: 
autonomic nervous system） 
 カテコラミンの分泌 
 
 
視床下部-下垂体-副腎軸
（HPA: hypothalamic-
pituitary-adrenal axis） 
 コルチゾールの分泌 
 

ストレスと腫瘍の関係 



カテコラミンやコルチ
ゾール，その他のスト
レスホルモンにより， 

腫瘍細胞の増大，転
移・浸潤の促進 

血管新生の促進 

免疫反応の低下 

腫瘍関連ウイルスの
活性化 

Effects of the stress-
associated factors on 
the tumour 
microenvironment 



がんをおとなしくするためのポイント 
～がんの代謝・炎症を抑える～ 

★プラントベースのホールフード 
  植物性食品，未加工の食品を中心にとる． 
  乳製品は少なめに．低糖質，減塩． 
★適度な運動 
★禁煙，減酒（禁酒） 
★心の影響 リラックス ストレスを減らす 
            ↓ 
  がんの炎症・代謝を抑える、免疫向上 



まとめ 

• がんの進行には，食事が大きく関わっている． 

• 糖分，乳製品，塩分，油の摂りすぎはがんをす
すめてしまう． 

• 悪い食事によってがんがすすんでしまうのには，
ちゃんとメカニズムがある． 

• 食事によりからだを変えることで，データが変わ
りがんはおとなしくなる． 

 


